
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症に気を付けよう 
熱中症とは？ 

熱中症とは、室温や気温が高い中での作業や運動により、体内の水分や塩分（ナトリウム）

などのバランスが崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体がだるい、

ひどいときにはけいれんや意識の異常など、様々な症状を起こす病気です。 

保護者のみなさまへ 

副流煙には主流煙の 100 倍以上もの濃度の有害物質が含まれていることが分かって

います。この副流煙を吸い込んでしまう「受動喫煙」により、さまざまな病気の

リスクが高くなります。家の中や車では、喫煙を控えるなど、成長期にあるお子さ

んへのご配慮をお願いします。 

答えは 200種類以上！ 
タバコの煙には体に有害な物質が200種類以上も含まれ、「タバコは毒のかんづめ」

ともいわれています。 

特に未成年は身体や脳が未成熟なため、有害物質の影響を受けやすいといわれてい

ます。１本でも吸うと、やめられなくなってしまう「依存」につながります。 

タバコの急な誘いにもハッキリと断れるように、頭の中でイメージトレーニングを

しておきましょう。 

 

問題：タバコの煙の中には、体に悪いもの（有害物質）

が何種類くらい入っているでしょうか？ 

１本だってタバコはダメだよ！ 

【大田区教育委員会事務局 教育総務部 学務課保健給食係 電話03（5744）1431】 

 



 

 


